
フィールド言語学と言語資料 
‐中国雲南省ワ族のフィールドワークから‐ 

山田敦士 
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（1）研究の概要 
 

 専門：言語学（フィールド言語学） 
 

 研究テーマ：西南中国～北タイにおける言語動態 
 

 主な研究対象：北方モン・クメール系の言語 

  Waic: Parauk, Vo, Lawa, Alva(La), Va(En) Siam, Son,   

      Imok(Amok/Senhtum), Plang, Phang …  

      Angkuic: Hu, U, Manmet … 

    Palaungic  Palaung: Rumai, Ta-ang … 

  Riang 

  Lametic: 

  Danau 

    Khmuic 

    Khasian 

 
 

佤（ワ）族 
 

布朗   
（プラン）族 
 

徳昴  
（ドゥアン）族 
 

克木   
（クム）人 

北方MK系統図 中国民族分類 
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北方モン・クメール系の人びと 

 中国雲南省～北タイという広域に散在 

 山地から平地まで、モザイク状に分布 

 

人口 

 中国 
（2000年） 

396,610 

佤（ワ）族 

91,882 

布朗（プラン）族 

17,935 

德昂（ドゥアン）族 

ラオス 
（2000年） 

― 2,213（Samtao） ― 

タイ 
（2004年） 

105（Parauk） 
17,346（Lawa） 

1,200（Blang） 
100（Samtao） 

1,937（Palaung） 

ミャンマー 
（1959年） 

250,000～ 
334,533 

不詳 不詳 
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ドゥアン 

ワ 

プラン 
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北方モン・クメール系の人びと 

 当地における最古層の住民の一つ 

 分岐の大きさ 

 「タイ（シャン）文化圏」（新谷1998）の形成に深く関与 

 

 

 

 

 言語文化の実態が不明 

 「民族」認定以上の調査に乏しい 

 ワ、プランを対象に、30ほどの言語・方言変異を調査 

「タイ（シャン）文化圏」 

 多民族・多言語（モン・クメール系、チベット・ビルマ系、
ミャオ・ヤオ系、漢系、タイ系）による複合文化交流圏。
タイ系言語がリンガフランカ 
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（2）フィールド言語学における「採る」 

 言語学： 「ことば」の総合学問 

 

 対象とする言語資料の性質によって様々なアプローチが
あり得る 

 文献言語学、コンピュータ言語学 etc. 

 

 対象とする言語が資料に乏しい場合、フィールドワーク
が不可欠となる 

 フィールド言語学 
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フィールド言語学の課題 

 対象とする言語： 

 言語資料がない／乏しい個別言語 

 

 フィールド言語学の課題： 

 言語の姿（体系、構造）を解明すること 

 言語資料を通して、話者集団の文化のあり様を解明すること 
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私のフィールド調査 

 準備段階： 

 調査協力者探し 

 

 第一段階：語彙調査 

 基礎語彙（数百～数千）の収集 

 目的：語彙の比較による音韻体系の解明 

 目的：文法情報の収集 

 

 第二段階：文法調査 

 媒介言語を通して、該当項目（句や文）を翻訳 

 目的：文法規則の解明 
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語彙調査（1）基礎語彙調査票による収集 

 基礎語彙調査票 

 『アジア・アフリカ言語調査票 上／下』 

 （東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、1966／1979） 

 Handbook of Chinese Dialect Vocabulary, （Princeton University, 1972） 

 その他、地域に即したものなど多数 

 記述言語研究コミュニティーサイト（http://main.fieldling.jp/）に情報 
 

 体系的な語彙の収集 

 語彙の比較による音韻体系の解明 

 借用関係の解明 

 文法情報の収集 

 名詞類別（～人、本、匹 etc.） 

 語順（主述関係、修飾関係 etc.） 

漢語 徳タイ語 ワ語 

頭 头 ho1 kaɲ 

頭髪 头发 xon1ho1 hakkaɲ 

30 三十 saam1sip7 samsip 

私 我 kau6 Ɂɤʔ 

食べる 吃 kin6 Ɂih 
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語彙調査（2）場面に即した収集 

 「食べる」 
 「肉を」 ⇒ ʔih neʔ 
 「飯を」 ⇒ sɔm ʔɯp 

 「果物を」 ⇒ pʰɛʔ pliʔ 
 「雑炊を」 ⇒ ʔih mɔc 
 

 「飲む」 
 「茶を」 ⇒ rʰɯp cʰɑʔ 
 「汁物を」 ⇒ rʰɯp taɯʔ 
 「水を」 ⇒ ɲɑɯʔ rɔm  
 「酒を」 ⇒ ɲɑɯʔ plai 

意味領域 飲食の語形式 

【副食】、使う ʔih 

【主食】、食事する sɔm 

【果物】 pʰɛʔ 
【スープ、茶】 rʰɯp 

【飲み物】 ɲɑɯʔ 
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私のフィールド調査 

 準備段階： 

 調査協力者探し 

 

 第一段階：語彙調査 

 基礎語彙（数百～数千）の収集 

 目的：語彙の比較による音韻体系の解明 

 目的：文法情報の収集 

 

 第二段階：文法調査 

 媒介言語を通して、該当項目（句や文）を翻訳 

 目的：文法規則の解明 
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文法調査（1）所有と属性 

 修飾構造： 
 「私の花」  tai (cɛ) ɁɤɁ 【所有】   

   花  (の)   私 

 「きれいな花」 tai (pa) mʰɔm 【属性】 

    花   (の)  きれい 

 

⇒ 【所有】と【属性】は別のカテゴリー 

 

 cf. 漢語：「我的花」「漂亮的花」  
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文法調査（2）譲渡可能性（alienability） 

 所有関係：「私の目／父／家／本／水牛…」 

 

 

 
 

    （テスト：A  cɛ  ɁɤɁ：「私のA」とできるか否か） 
 

⇒ 譲渡（分離）可能性の反映 
 

名詞句：neɁ cɛ ɁɤɁ（肉、の、私）の解釈は？ 

名詞句：kaɲ cɛ ɁɤɁ（頭、の、私）の解釈は？ 

目 父 家 本 水牛 

cɛ（の） 
必要性 

× × △ ○ ○ 

13 



インタビュー調査の限界 

 文法調査の問題点 

 調査者の主観による項目設定 

 その言語事象の頻度や生産性は？？ 

 

 文法を確かめるためには自然発話が理想 

 

 テキストの重要性 
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フィールド言語学における「テキスト」 

 「テキスト」の多義性 

 歴史学における「史料」 

 教育における「教科書」 

 コンピュータにおける「文字データ」 

 テキスト言語学における「文以上のレベル」 

 

 フィールド言語学における「テキスト」 

 原語によって記録した（された）もの全般 
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私の集めたテキスト 

 話し言葉の記録： 

 会話 

 口頭伝承（民話、神話、歌、
なぞなぞ、諺etc.） 

 道具の使い方、調理法 

 思い出話、夢 

 

 書き言葉の記録： 

 碑文 

 広報資料 

 宗教的資料 

 （キリスト教、仏教 ??） 
 

 

 

 日記、自伝 
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＊中国ワ族地区では2種類の 

 ローマ字式転写法を使用 

 ⇒p.23を参照 



ことわざ資料（1） 
 ʰ   , ʰ    
 「村がよいのは男のおかげ、家がよいのは女のおかげ」 

 

    ʰ ʰ,      
 「婦女は茶を飲まない、坊主は妻を娶らない」 

 

    ,     
 「父親がなくなれば家を失う、母親がなくなれば畑を失う」 

 
   ,    
 「子供は老人のそばを離れない、老人は火のそばを離れない」 

 
    ,     
 「バッタが姉妹を探す、イナゴが兄弟を探す」 
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ことわざ資料（2） 
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   ,    
 「竹弓でトラを射る、寡婦が青年に嫁ぐ。」 

 

     , ʰ     
 「漁網に魚がかからない、求婚は受け入れられない」 

 

         
 「糞さえ犬に与えない」 
 

  ,   
 「鶏の小便、トカゲのよだれ」 

 

    ,     
 「タイ族といれば身が軽くなる。ワ族といれば首が痒くなる」 



テキストの収集 

 テキスト収集の方法： 

 写真、モチーフ 

 民族語で応答 

 語りの雰囲気：炉端、夜、タバコ、酒 

 様々な地域にて同類の物語を採集 

 

 協力者の訓練 
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（3）「採る」の向こう側：言語資料を「生かす」 

 「採った」テキストを「生かす」 

 

 フィールド言語学におけるテキスト活用： 

 言語学的資料として「生かす」 

 現地還元をして「生かす」 
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テキストの活用（1）言語学的資料として 

 自然発話テキストは万能か？ 

 言い間違い 

 冗長な繰り返し 

 個人の癖 
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テキストの活用（2）現地還元 

 現地社会との関わりを考えることもフィールドワーカーの
責務 

 

 フィールド言語学における「現地還元」 

 教育的支援（教材、辞書の作成etc. ） 

 言語政策への関与（正書法への提言etc. ） 

 様々な文化活動への関与（ことば教室etc.） 
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私のテキスト活用：現地還元 

 現地政府からの要請で、民話テキストを正書法
（Laivax(新)佤文）と漢語対訳のかたちで公刊 

 原本（YAMADA 2007）を現地初等教育機関に寄贈 

 挿絵入り版を集落に寄贈 

 副教材として活用（? ?） 

 

ワの文字 

 Laivax ：（新）佤文 

  中華人民共和国建国後に作成されたローマ字式転写法    

  正書法であるが、ほぼ政治的な領域に使用が限定 

 

 Laisala：老佤文 

  20世紀初頭に宣教師によって作成されたローマ字式転写法 
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